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{要旨}本研究は、コラーシ、ユ継続製作における内的な自我の動きを読み取ることを精神分析的に行うことを目

的とした。ディサービスを利用する高齢者を対象に 2週間に 1回、全12回のコラージュ継続製作を実施し、その

作品と製作後に個別に生育暦や、現在の生活状況などについてのインタビューを行い、精神分析のオリエンテー

ションを持つ精神科医らと合評会を実施した。その結果、コラージ、ュを作成する過程に、自我の動きが見られ、

生育暦などから利用者の全体像を見出し、これらの知見で、コラージ、ユ完成作品の過程を見ていくことで、より

クライエントとのイメージ、の世界や内的体験に沿った理解に役立ったと思われる。

はじめに 「自我の統合性/絶望」であるとしている。自分自身

わが国は急速な少子化、高齢化の進展に伴い21世 の肯定的側面と否定的側面の両面を統合することがで

紀半ばには国民の 3人に I人が65歳以上の高齢者とい きれば死をも受容していくことが可能となるが、統合

う、超高齢社会を迎えようとしている。老齢人口は平 に失敗した場合、自分の人生を無意味なものとしか感

成15年に2431万人に達し、総人口の19%を占めている じられず、深い絶望や嫌悪感におそわれる。また、以

(総務省統計局推計、 2003)。 前の発達課題も高齢期にふさわしい形で再統合されね

私は平成13年度よりケアマネージャーとして高齢者 ばならないため、高齢期はいわば人生の総決算を求め

と関わってきた。その中で、高齢者は思考や行動の面 られる時期といえる(鐘、 1998)0" としている。自我

で、柔軟な考え方を持つことが難しい人が多いと感じ の統合に向けて高齢者とのかかわりを深めていくこと

た。そのため本来適切であるだろうと思われるサーピ によって、よりよい自我の統合が可能になっていくの

スの利用を受け入れられず、そのまま問題は放置され、 ではないだろうか。

健康、生活状態が悪化していくケースがある。高齢者

が生き生きとした生活を取り戻すためには、どうすれ 2.表現療法について

ばよいのだろうか。 老年期にも積極的な活動が可能であり、上手にプロ

セスに適応するだけでなく、さらに一歩進んで、若い

日問題 世代と同じように生産的な活動をしながら老年期を過

1.高齢者の心的過程 ごすことを目標とすることが大切である。

高齢者の多くは、社会的役割の喪失に直面し、残り デイサービスでの活動の中で、色々な表現療法が取

の人生の過ごし方にどのような価値や意味を見出すの り入れられており、自己を表現することによって柔軟

かが、老年期の課題になる O なパーソナリテイになることが期待されている。

“エリクソンは、老齢期の心理・社会的発達課題が 芸術療法は、“支持的な環境で、多様なアートーム

に
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ーブメント・描画・絵画・彫塑・音楽などを用いて成

長と癒しを促す。…外界に形を創造することによっ

て、内的感情を表現する。芸術を通して自分を表現す

ることで、感情が解放され、心が澄んで、精神が高揚

し、高次の意識状態に至ることができる (Rogers.N， 

2000)0"としている。芸術療法の中に、コラージ‘ュが

ある。近年、さまざまな臨床現場において、簡便さと

適用範囲の広さにより、コラージ、ユを取り入れた研究

が増えてきている。

3. コラージュについて

コラージ、ユとは20世紀初頭に生まれた美術の表現手

法の Iつである。元々はフランス語で「のりで貼る」

という意味であり、写真や絵や文字などを、新聞・雑

誌などから切り抜き、これを画用紙などに貼って作品

にしていくものである。

中井 (1993)は、コラージュとは“人間の思考・感

情・意思・行動は、いづれも 2つの方向性がある。す

なわち「まとまろう」とする統一方向性と「散らばろ

う」とする分散方向性とである O 精神の存立自体の可

能性は、この 2つの方向性の揺らぎを伴った動的平衡

にある O それによって、統一と分散との統合、すなわ

ち展開(発展)が可能になる。"

山中(1990)は、“コラージュの長所として、①台

紙、ハサミ、のり、雑誌、などがあればいつでもどこ

でもできる O ②身近にある雑誌なとcを持ってきてもら

う場合はよりその人の内的世界がでやすい。③絵を描

くことに抵抗のある人でも導入しやすい。④技術的に

簡単なので、幼児から高齢者まで年齢を問わずにでき

る。⑤知的な作業としてもとらえられるので成人でも

抵抗が少ない。⑥表現のあり方によって、その人のパ

ーソナリテイや完成、又は病理性や状態像が把握でき

やすい。"などをあげている。

しかし、そのコラージ‘ュにおける解釈について、森

谷(1999)は、“コラージ、ユの標準化された評価法が

むずかしい"とし、山中 (1990) も“絵画療法、箱庭

療法におけるイメージ表現の特徴として、①言語表現

より的確で具象的である。②集約的である。③象徴表

現を取ることがある。④多義的であり、解釈は l通り

ではない。"と述べている。

4.精神分析的理解について

本研究では、精神分析的にコラージュ作品の理解を

していくことを試みたいと考える。しかし、精神分析

的にコラージュを見ている研究は、今のところあまり

見当たらない。 Greenberg& Mitchel! (1983 横井

2001)は、“精神分析とは、そもそもその本質として、

解釈的な学問である。…精神分析の諸理論は、患者の

自分自身についての説明に欠けている次元を補充する

ことを目的とした、解釈的な説明の可能性を提供する

ものであるとしている。意識というものは、層状

になっていて、意識・前意識・無意識の 3層に分かれ

る。かっ、無意識の中にもさらに層があって、浅いレ

ベルとか、深いレベルからの心象がさまざまに表現さ

れる。したがって、表現された作品を理解するときに

どのレベルからの表現であるのかを把握する必要があ

る。それは、夢の理解と共通のパターンである。

コラージ‘ユ作成するために選びとられた素材 l枚 1

枚は何らかの無意識的な選択が入り込んでいると思わ

れる。たとえ、そこに意識的な選択が行われた場合に

あっても、無意識的なイメージ選択をしていると言える。

コラージュ作成時に、採用されるイメージは、切り

離されて集められている素材と、自らの内から湧いて

くるイメージとが互いに呼応しており、それは無意識

的な作用である。

このような作業によって、作者は過ぎ去った過去の

忘れていた出来事や感情を想起し、安定した状況の中

で追体験をすることによって、新たな感情を生み出し、

体験の再統合を行うのである O

作者のコラージ、ユ作りの作業を通して行われる精神

活動は、上に述べたようなことであるが、個々の作品

開の意味を、精神分析家によって分析的解釈を行うこ

とによって、作者の変化過程を見ていくことができる

と考える O つまり、自我の統合といった老年期の発達

課題が、どのようなものかをみていくこととしたい。

川目的

本研究では、ディサーピスを利用する高齢者に、継

続的にコラージュを実施し、その継続して作成した作

品の中から老年期の統合の過程に向けての変化が見ら

れるか、意識的な世界だけでなく無意識的な世界を精

神分析的に読み取り、事例検討を行う。

研究方法

対象者 デイサービスを利用している高齢者で、や

り方を理解し作成できる人に実施した。 対象者年齢

約65才以上期間 2∞6年 3 月 ~9 月

手続き 二週間に一回のペースで、計12回を、 13~

15時の間に約 1時間程度実施。
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精神分析的コラージ、ユ理解の試み

コラージュの実施要領 コラージュを実施する際の

留意点として、①集団で一斉に開始し、個別作成する。

②はさみが使える人は、自分で雑誌から自由に切り取

る、マガジン・ピクチャー-コラージュ法で行う。③

はさみを使うことが困難な人は、コラージュ・ボック

ス法やマガジン・ピクチャー・コラージュ法をスタッ

フと一緒に切り貼りの援助を得ながら行う O ④利用者

が中心となって実施し、介護者はサポートという形で

行う O ⑤作成後テーマなど、コラージュ後アンケート

を行い、ポジテイブな言葉で研究者は感想を述べる。

使用用具 コラージュ実施にあたって、ハサミ、の

り、台紙(白画用紙 B4 )、素材(雑誌・カタログ

など)を使用した。その他に切り抜きを箱に入れて用

意したり、切り抜きなどを持参してもらう O 教示

「雑誌などから自分が好きなところや気になるところ

を切り抜いて商用紙に好きなようにのりで、貼ってくだ

さい。難しい方はお手伝いします。」 コラージ、ユ作成

後アンケー卜 コラージュ完成後に、スタッフの聞き

取りにより、作成後アンケートに回答してもらう。

個別面接半年間のコラージュを終了し、 6回以上参

加をした人、約20人に対して、個別面接を行った。①

生育歴 ③生活状況 ③今までに印象的な出会いと別

れ ④影響を受けた人・どんな人か・どのようなかか

わりだったか ⑤家族構成 ⑥既往歴 ⑦コラージ、ユ

の感想、などについて 笹個別面接の際に、書面と口頭

で、研究目的や個人情報取り扱いについてインフォー

ムド・コンセントを行い、同意書を取り交わした。

ため治療。左義眼。白内障か何かの病気で、片目だけ

は助かった。 印象的な出会いと別れ:なし 影響を

受けた人・どんな人か・どのようなかかわりだった

か:なし。なりゆきで、流れにそって生きてきた。

家族構成:夫の連れ子 2人と実子3人。夫は肝臓の病

気で急に意識不明になり亡くなった。長男家族と住ん

でいたが、長男は10年前に亡くなり、現在は嫁と孫娘

と三人暮らし。 生活状況:原爆手帳のお陰で思うよ

うに治療できるのでありがたい。飲み薬はもらってい

るO 食事は配食サービスを頼んで、自分の部屋で I人

で食べている。以前はお嫁さんがおすそ分けをくれた

りしていたが、ここ 1~ 2年はお嫁さんが食事をくれ

なくなった。 生育歴:両親は小さい頃に離婚した。

父親に引き取られて、その後、全く他人に引き取られ

た。育ての親は、貧乏ながらも大事に育ててくれた。

生みの母にはし 2回会ったけどお母さんという感じ

はしなかった。若い頃は、織物工場で田舎 (B島)で

働いた。 24歳の時に結婚して C町(爆心地より 3.5キ

ロ)に来た。連れ子がいることが分かつて嫁にきた。

主人はお酒が好きで短気な人だった。最後死ぬ前に

「すまなかった」と言っていた。仕事は牡嘱・のりの

養殖をしていて手伝っていた。初めに建てた家は長男

の家にした。長男が死んで今は嫁名義になっているか

ら、自分の財産は何もない。老後が心配。嫁と一緒に

住んでいても一人暮らしと一緒。病気になったら行く

所があるのか不安になる。自分の人生は最悪で、不幸

せだった。

印象 :Aさんは、全12回参加し、マガジン・ピク

IV 結果 チャー・コラージュ法で作成していた。作成中は、

本研究では、今回のコラーシ、ユ実施にあたって、時 「いやだ、こんなのしたことないからやりたくない。J
系列で変化を見ていくために、 12回全部に参加し、 とスタッフに言いながらもやっていた。かまってもら

コミュニケーション可能で、、個別面接によって情報収 いたい様子で、スタッフにいつも横に座ってもらい、

集ができた人の中から l人を選んで、分析を行った。そ なだめられながらコラージ、ユを作っていた。甘えた印

の分析は、精神分析のオリエンテーションを持つ精神 象だが、芯はしっかりした様子である O 手先はとても

科医 4人と指導教官、大学院生数人とで合評会を複数 器用で、デイサービスでの手芸などの活動にとても意

図行い、意識的・無意識的に表現されている作品につ 欲的である O

いて、半年間の変化や個人像を精神分析的に理解、あ 各回コラージュ後アンケートの内容は、以下の番号

るいは解釈し、それらを筆者がまとめたものである。 で省略して表記する O

事例 q作品にテーマをつけてください告作品の感想・こ

事例紹介 Aさん、 89歳、女性。 だわったところ 喧作品に額縁をつけるとしたらどん

要介護、日常生活自立度 :J2、認知症自立 な額縁をつけますか ④その額縁は好きですか(好

度 1、利用回数:遇4回、刺周目的:閉じこもり予 き・嫌い・どちらでもない) ⑤作品に集中できまし

防・生きがいづくり 既往歴:勝耽を手術した。甲状 たか(できた 1~ 5できなかった) ⑥作品の満足度

腺を手術して長い間苦しんだ。骨粗しょう症、膝痛の (満足・まあまあ・不満足)⑦100点満点中何点で、すか
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第 1回目(4月13日)

咽喝』

られた作品から、 2回目はその反動で、誰一人いない

@旅②食べるものばかり集めた ③空色、四角、紙 殺風景な作品となった。そして、この回は、 2回目の

テープ④どちらでもない ③ 1 ⑤満足⑦50点 道の延長線上の旅というテーマが語られている。自分

〈作品の印象および理解〉全般的にこの作品は、母親 の思いは猫に託されている。

的な世界を連想させる。圧倒的なケーキと、華やかな

御騰を表現することによって、逆に自らの老いを打ち 第 4回目(5月25日)

消そうとする思いが語られている。

それは、まさにAさんにとっての、喪失感を示してし

まっている。

第2回目(4月27日)

①ドライブ ②変な感じ ③青色、四角、木 ④どち

らでもない ⑤ 3 ⑥まあまあ ⑦30点

〈印象・理解> 1回目の作品と比べると、華やかで自

分の欲求が画面いっぱいに表現されているのとは対照

的に、孤独・寂しさが描かれている。こう L寸変化が、

無意識的に表現されるAさんのこころの動きであろう。

ある意味では、はしゃぎすぎた後の反動とも言える。

①自然 ②四季 ③四角 ④どちらでもない ⑤ 1 

⑤満足 ⑦75点

く印象-理解〉作者にとって、最も充実した時期の喜

びが表れている。この作品を作ることによって作者は

活力を得ているようである。

第 5回目(6月8日)

第 3回目(5月"日)

①旅②夢でもいいから行きたいところを作った ③ 

シルバープラスティック ④どちらでもない ⑤でき

た ⑥まあまあ ⑦60点

〈印象・理解> 1回目のあふれんばかりの欲望の込め ①空想笹色味こだわりました ③黒、木、四角 ④ 

口。
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精神分析的コラーシ、ユ理解の試み

どちらでもない⑤3 ⑥満足を90点 に来ると、にぎやかな中に入るが、それを終えて家に

く印象・理解〉前回の作品と比べると、色彩やパラン 帰ると、 1人ぽつんとしてしまうさまが表されて

スも取れているが、豊かな自我の世界から欲求や衝動 いる。

の世界へと退行している感がある。

第8回目(7月20日)

第6回目(6月22日)

①パスの旅 ②きれいな風景 ③黒、四角 ④どちら

①芸術の森②題名を考えるのに頭を悩ませています でもない ⑤ 1 aまあまあ ⑦50点

③銀の金属、四角 ④どちらでもない ⑤ 1 ⑥まあ く印象・理解>6回目、 7回目と異なり、再びまとま

ま あ ⑦50点 りのある画面構成となっている O 中央にパスガイドが

く印象・理解〉前回、前々回と比べると、作者の影の 置かれていて、まるでそれぞれの素材を説明し、まと

部分が表現されている。心寂しく、冷たく、ひんやり めているような構図となっている O パスガイドという

としている。角を丸めていても、その中は柔らかさに 表現からは、自分の分身と同時に、誰かにしっかりリ

欠け、人をよせっけない拒絶感が込められている O ードしてもらいたいという、淡い期待も感じられる。

子グマは、作者の失った長男を表しているように見え

第 7回目(7月7日) る。失った悲しみよりも、長男を誇らしく自慢にさえ

思っているようでもある。

第 9回目(8月3日)

①田園風景 ②出来上がって安心した ③丸い額縁、

木、青色 ④どちらでもない ⑤ 3 ⑤まあまあ ⑦ ①海水浴 ②海水浴、水遊びにこだわった ③水色、

50点 四角、プラスチック④どちらでもない⑤ 1 ⑥満

〈印象・理解〉珍しく、大勢の人が登場して活気に満 足⑦50点

ちてはいるが、そのまわりに点在する動物は、一人寂 〈印象・理解>8回目で、情緒豊かな作品を作ってエ

しくたたずんでいる O このコントラストが、作者の無 ネルギーを手に入れたためか、その延長線上の子ども

意識的な思いを表しているのだろうか。デイサービス のようなはしゃいだ作品が作られている。所狭しと貼
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られている遊具からは、彼女の異常なまでの執着が感 が次第に増えている。これまで積み重ねたコラージュ

じられる O この執着は、両親と別れ継父母に育てられ 作成の作業の中で、自分というものを振り返り、孤独

た作者の親に対する依存や甘えたい気持ちの投影では な人生を送ってきただけではなく、スタッフとのつな

ないだろうか。 がりや、夫婦、家族とのつながりを感じながら生きて

きたということを再認識したような喜びでもある O

第10回目(8月17日)

咽句ド

第12回目(9月14日)

①夏 ②まあまあ ③なし ④なし ⑤ 3 ⑥まあま

あ ⑦80点 ①秋②いろいろな秋をみつけた ③黒 ④どちらで

く印象・理解〉前回の退行した子どもの海水浴という もない ⑤2 ⑤まあまあ ⑦65点

風景から一転して、しっとりと落ち着いた静の世界が く印象・理解〉この作品は、右下の 2人の子どもの存

表現されている O 全体的にしっとりとした大人の世界 在が際立っている。満足感をこの作品を見るものに訴

を表していて、前回の同じ「夏Jというテーマであり えかける力がある。作者のこれまで作成してきたコラ

ながら、好対照を成している。このような変化は、前 ージ、ユ作りの喜びゃ達成!壌を表しているのである。船

回十分に子どもの世界を表現できたことにより、もた に乗ろうとする人物を近所の猫が見送っている O コラ

らされる作者の成長と考えられる。 ージ、ユ作りが最後日であり、意識的か、無意識的か、別

れの情景を選んでいる。作者はコラージ‘ュを作る事に

よって、望外の喜びを得たと告白しているようである。第11回目(8月31日)

①旅 ②あこがれ、いけないから行きたい ③青色、

木、三角 ④どちらでもない ⑤ l ⑥まあまあ ⑦ 

70点

く印象・理解〉右下の象は、動物園で世話を受けてい

る様子で、自分は受身的でデイサービスでのスタッフ

に依存し、指導してもらうことで、余生を送りたいと

考えている。全体的に見れば画面の中に登場する人物

考察と今後の課題

本研究では、ディサービスで高齢者を対象としたが、

体調不良やショートステイの利用のためにデイサービ

スの利用を休んだり、死亡のため利用を終了するなど

の理由で、継続的に作成していくことは難しかった。

また、スタッフのモチベーションは、全体のコラージ

ユに対する関心度にもいくらか影響したため、その都

度説明を加えたり、勉強会を開くなどして、全体のモ

チベーションを上げていくことが必要で、あった。今後

の課題として、コラージュを継続的に進めていく上で

のスタッフへの教育プログラムを検討していくことが

上げられる。

今回の研究では、参加作者の自我の状態を継続して

見ていき、どのように統合への変化過程がみられるか

検討していくため、 12回全部に参加し、個別面接で

情報がとれた人3人の中で、自我の統合への過程がよ
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精神分析的コラージ‘ユ理解の試み

り見られたのではないかと思われるAさんの事例をと

りあげることにした。 Aさんによって表された作品か

ら読み取れる自我状態は、その変化過程の中に、統合

への意欲が込められていることが理解される。

l回目で口唇期的欲求が表現されたので、 2回目は

その反動として自我異和的に自己と距離をとり、孤独

で寂しい世界を表現している O このように自己との距

離を調整しながら、作品は作られていった。 3回目は、

前同そ、自分との距離をとって、ひとりの世界を表現し

たため落ち着きを取り戻し、また少し自己の欲求や願

望が表現されている o 4回目には、また思春期の頃を

振り返るような躍動感あふれる少年、少女が登場する。

そうやって、人物が再び登場すると、また 5回目に口

唇期的欲求に返っていく。しかし、どんとケーキが出

るのとは違って、色彩よく装飾がほどこされて、上手

に自分の欲求を表現できるようになっている O ところ

が、 6回目はどこかバランスをくずしてしまい、まと

まりのない細分化された世界に沈み、空想の世界で遊

んでいる。これは一種の逃避行であろう。その傾向は

続き、 7回目もまとまりの乏しい、部分に分かれた作

品となっている。ただ、前回とは違い、 2羽の鶴の登

場で夫婦の感覚が魁ったり、存在感のある犬が登場し

たり、大勢の人の棚田祭りや神社のお祭りが表現され

ることによって、徐々に自我の回復を図ろうとしてい

る。そして、 8回目に至り、パスガイドという人物を

中心にさまざ、まな情景や風景が結び付けられている。

テデイベアの子ぐまは、作者のこころの中にある、息

子への思慕が表現されていると思われる o 9回目は、

8回目のエネルギーを得て、一段と退行し、幼児期の

満たされなかった部分への思いを作品に思いきり投影

している。 4回目に出てきた少年・少女よりもはるか

に幼い幼児期の思いにこころが向けられたのであろ

う。そうやって、子ども返りするごとに、落ち着いて

安定した気持ちを得ていくのであろうか。 10回目は、

静かで成熟した伝統文化や、熟した果物、あるいは青

葉などで、作品が構成されている。 11回目の作品は、

l回目のケーキを思わせる、熟したりんごが描かれて

いるが、むしろ 8回目のパスガイドの構図に近く、そ

れぞれの素材の特徴を生かしながら、全体をまとめる

働きをしているように思われる。ひざを曲げて座って

いる象は、まさに作者の気持ちを初偽とさせるもので

ある。 12回目は、 2人の児童に表れているように、

作者のコラージ、ユ作りへの満足が投影されているので

ある。 Aさんは、評者たちが理解するほどには、自己

理解が進んでらないにしても、内的なプロセスの中で、

ひとつの仕事をやり終えたという達成感を抱いている

と思われる。

このように、全12回の作品を振り返ってみると、

口唇期欲求が表現されたかと思うと、それへの反動が

表れ、影を潜めたかと思うと、また徐々に首を覗かせ

ということを繰り返しながら、エス・と自我および超自

我のバランスを図る作業となっている。 Aさんは、実

に見事にその作業をやってのけたのである。それぞれ

の作品の中で語られている意味を読み取る作業と、

12回のシリーズとして全体の流れの意味を考えると、

Aさんの自我の統合は、幾分かは図れたと理解する。

Aさんは、コラージュ作成中も「私は駄目だ。出来

ない。」などの言動が多く見られたが、芯の強さのよ

うなものも感じていた。 Aさんは、デイサービスのス

タッフから、とても良い関わりをしてもらえており、

そのようなスタ 7フに支えられたことは、 Aさんがコ

ラージ、ユの中で安心して自由な表現ができる環境とな

り、今回の変化にもつながったのではないかと思われ

るO 全12回コラージ‘ユ終了後の個別面接では、「こん

なこと(生育歴について)誰にも言えなかった。あな

ただから言えたのよ O ありがとう。」という言動も見

られ、コラーシ、ユを通して自由に表現する作業を繰り

返して行ったことによって、内的にあるものの言語化

がより進んだのではないかと思われる。

今回、コラージュ完成後に、額縁をつけるという新

たな取り組みも行った。枠についての研究もいくつか

行われており、今回の研究においては、作品にまとま

りをつけ、内的心性の表出の促進にいくらか役立った

のではないかと考えるが、はっきりとした効果を今回

は述べることはできない。枠の効果についても今後明

らかにしていきたい。

今後は、さらに多くの事例を集め、精神分析的理解

を深めていくことが必要で、ある。

また、得られた結果をどのようにフィードバックし

ていき、さらにより深い洞察が得られ、適切に統合し

ていけるような関わりについては、これからの課題に

したい。
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